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A Study on the Application and Effects of Health Formula 

lo Middle.aged Women (2): Follow・up study for 

two years after Three Months Tennis Training 

Ryozo KANEZAKI, Mikio TOKUNAGA, Kazutaka FUJISHIMA, 

Akiko HIY AKA WA, Hiromichi OKABE and Kimio HASHIMOTO 

Abstract 

The tennis training as health formula for housewives sponsored by Kyushu University 

was held for three months in 1985. The authors carried out follow-up study on the change of 

health condition and life styles of the participants for two years after tennis training. The 

number of subjects were 30. The same investigations were conducted three times to them by 

questionnaire method from 1985 to 1987. The results would be summerized as follows: 

1. Both at the times of one year and two years after tennis training, the degrees of 

health of the subjects were a little higher than that of first time. However, this change was 

not significant statistically. 

2. Sport activities had been more and more practiced apparently than ever. And, the 

subjects belonging to sport club were on the increase in number, too. However, there was no 

change concerning practice of sport and other activity for health together with family. 

3. There were no changes concerning time and pattern of sleep, time of watching TV 

and reading, learning or practice of taste, amusement activity and dietary life in these two 

years. 

(Jounrnl of Health Science. Kyushu University, 12: 107-113, 1990) 

研究目的

他康処方は，運動・スポーツ，栄巻その他生活の仕

力などを丁夫し実践することであるが，それはある程

度継続的に実践することによって効果も現れる。九州

大学健康科学センターでは，昭手1160年度に中年婦人を

対象とした「1建康テニス教宇」を 3か月間にわたって

開設した。テニス教室を健康処方の一森として位置づ

け，テニスを主としなからストレッチングやジョギン

グその他のトレーニングをプログラム化して実施し，

その効果について種々分析を行った。

教五終了直後における効果に関しては，既に金崎

ら2131が報告した。それによると，教室参加以前と比

較して，健康状態の向上，生活時間と生l』空側の拡大，

スポーツの社会的・心理的効果に対する信念の向上，

筋力，柔軟I牛，心肺機能の向上などの効果が認められ

た。また，「日常生活ての活気・楽しさが増した」，

「家族の励ましを受けた」，「家族が協力的であった」
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108 健康科学

など，テニス教室の開設に対しては大部分の者が好意

的評価をしている。問題は，このような教室の効果な

り影響なりが，長期的にみた場合どこまで続くのかと

いうことである。そこで筆者らは，教室終了後も 2年

間にわたって追跡調査・測定を実施してきた。そのう

ちテニスの継続状況やスポーツ意識の変化，体カレベ

ルの変化については，既に報告したところである1)4)。

そこで本研究においては， 3か月間のテニス教室の

参加者について，教室開始時と教室が終了して 1年後

および2年後では健康度と生活形態に関してどのよう

な変化がみられるのかを明らかにし，テニス教室の影

響について考察するものである。

研究方法

1. 調査の概要

(1)対象

調査対象は，昭和60年度九州大学公開講座「健康テ

ニス教室」 （昭和60年 9月-12月の 3か月間，週 2回，

1回2時間，計24回実施）に参加した家庭婦人である。

教室参加者は，当初44名であったがその後夫の転勤や

引っ越し等による連絡先不明者がでたため，最終的な

対象者数は30名となった。

(2)調査の種類と時期

同一対象者に対して，昭和60年 9月， 61年 9-10月，

62年10月の計 3回にわたって，九州大学健康科学セン

ターが作成した「健康度と生活形態についての調査」

を実施した。また，教室終了後のテニスの継続状況等

をみるために箪者らが作成した「テニスの継続化につ

いての調査」を，昭和62年11月-12月にかけて行った。

(3)調査方法

「健康度と生活形態についての調査」は， 1回目と

3回目は主として対象者に調査票を直接配付し後8回

収したが，その際一部は郵送法を適用した。 2回目の

調査は，すべて郵送法で実施した。「テニスの継続化

についての調査」は，面接法で行った。面接時間は，

1人20-30分であった。なお，転居者や都合で面接で

きなかった者については，電話による聞き取り調査を

実施した。

(4)調査内容

「健康度と生活形態についての調査」は，基礎的項

目，健康状態，生活時間・ 行動，運動・食生活，家

族・住居・労働および健康生活に関する質問項目から

成っているが，ここではテニス教室参加の影響が考え

られる項目のみについて結果の考察を行うことにした。

「テニスの継続化についての調査」は，過去のスボー

第12巻

ッ経験，家族のスポーツとのかかわり，テニスの継続

状況や継続上の問題，非継続の理由その他から成って

いるが，ここでは対象者の健康度と生活形態の変化の

分析が中心であるので，これを考察するための資料と

して用いることにした。

2. データの分析

健康度の年次変化については，健康度得点と標準偏

差を算出し， t検定を行った。生活形態の年次的変化

については，各項目の度数とパーセンタイルを算出し，

カイ自乗検定を行った。また，「テニスの継続化につ

いての調査」は，個人の生のデータを整理しそこから

行動や意識その他の傾向やパターン，特徴を読み取る

ようにしたものであり，すべて手集計で処理した。

結果と考察

,. 対象者の基本的特性

対象者の年齢は，第 3回目の調査（昭和62年）の時

点で， 30歳代63.3%,40歳代36.7%であり，平均年齢

は38.8歳である。結婚については，全員が既婚者であ

り，それぞれ家庭をもっている。職業については，

「自営業」が3.3%, 「パートタイマー」として職業に

就いている者が30.0%となっており，残りの大部分

(66.7%) はいわゆる専業主婦である。

子どもの数は，「 2人」が圧倒的に多く 73.3%を占

め，あとは「 3人」 13.3%, 「1人」と「なし」がそ

れぞれ6.7%となっている。平均では， 1.93人である。

また末子の年齢をみると，「小学校就学前」が14.3%,

「小学生」 53.6%, 「中学生以上」 32.1%となっており，

小学生をもつ者が多い。全体的にみて，ほとんどの者

が育児から解放された時期にあるとみられ，豊かな余

暇時間を利用して今回のようなテニス教室に参加した

ものと思われる。

学生時代に体育の授業以外に何らかのスポーツ経験

をもつ者は46.7%, 学校卒業後テニス教室に参加する

前までの時期に少しでもスポーツの経験があるという

者は， 70.0%に達しており，学生時代も卒業後もス

ポーツ経験がないという者は 1割と少ない。

2. 健康度の変化

健康度の診断は，身体的健康20項目，精神的健康15

項目，社会的健康15項目の計50項目の設問の回答に対

して，健康度の最も高い回答に 4点，以下順に 3点，

2点， 1点を与えて得点を合計することによって行っ

た。得点の幅は，身体的健康度20-80点，精神的健康

度と社会的健康度は15-60点，合計50-200点である。

得点の高い者ほど，健康状態はよいことになる。表 1
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表1 健康度の年次的変化 （点）

身体的健康度 精神的健康度 社会的健康度 計

M SD M SD M SD M SD 

教 開 始 時 64.0 4.8 43.4 3.8 48.7 4.5 156.1 9.6 

1 年 後 66.4 5.2 44.6 4.6 50.0 4.6 161.0 11.5 

室 2 年 後 64.6 5.4 45.0 4.8 49.7 5.9 159.3 13.2 

t 開始時ー 1年後 -1.80"" -1.09 -1.09 -1.75△ 

検 開始時ー 2年後 -0.45 -1.45 -0.68 -1.04 

r疋ら 1年後ー 2年後 1.26 -0.35 0.26 0.52 

△ p<.10 

は，対象者の健康度をテニス教室開始時（昭和60年）， むかう自信がある」 (5%水準），「いつもイライラし

教室終了 1年後（昭和61年），教室終了 2年後（昭和 ている」 (1%水準）および「自分の生き方はそれな

62年）に分けて年次的変化をみたものである。 りに意味がある」 (5%水準）の 4項目については，

まず教室開始時でみていくと，全体的な健康度は平 1年後に有意に向上している。 2年後は，「毎Hの生

均156.1点，身体的健康度は64.0点，精神的健康度は 活が充実していると感じている」 (5%水準）の 1項

43.4点，社会的健康度は48.7点となっている。徳永 目のみ有意に高くなっている。

らSJは， 20歳以上の大野城市の市民1661人を対象に同 また，社会的健康度は 1年後に向上し 2年後に少し

じ健康度の調査を実施しているが，それによると女性 低下するが，教室開始時よりは僅かながら高いレベル

の全体的健康度は153.1点，身体的健康度60.8点，精 にある。しかし，有意な差はみられない。項目別では，

神的健康度45.0点，社会的健康度47.3点であった。今 「自由時間を十分に活用している」 (1%水準）の 1項

回の対象者であるテニス教室に参加した婦人の場合は， 目のみが有意に高くなっているだけで，あとは変化が

大野城市女性の平均と比べて全体的健康度は若干高い。 みられなかった。

なかでも，身体的健康度が高くなっている。社会的健 このように，対象者の健康度は有意な変化とはいえ

康度も僅かながら高いが，精神的健康度は逆に低い結 ないものの，テニス教室開始の時期より 1年後， 2年

果であった。しかしながら，今回の対象者も統計的に 後で僅かながら高まっている。このことは，教室参加

は正規分布のほぽ中央に位置するものであり，特別に 者が教室終了後2年間の間に運動やスポーツとどのよ

健康度が高いというものではなく，それは極めて平均 うにかかわってきたかということと関係がある。

に近いレベルであったとみてよい。 教室終了後のテニスとのかかわり方のパターンをみ

さて，健康度の年次的変化をみてみよう。全体的健 ると，教室終了後から引き続きずっと継続している者

康度は，テニス教室開始時に比べると 1年後は高まっ （長期継続型）は， 1年後66.7%, 2年後53.3%であ

ていることがわかる。 2年後の結果も， 1年後の時点 った。そのうち「週 1-2回」かそれ以上テニスを実

より低下しているものの教室開始時よりは高いレベル 施してきた者は， 1年後で60.0%, 2年後は43.3%で

を維持している。しかしながら， t検定の結果をみる あった。また，教室終了後途中からテニスを始めた者

とこれらの変化には有意差はみられなかった。身体的 （中途継続型）や教室終了後引き続き実施していて途

健康度に関しては， 1年後は僅かながら向上している 中で中断の時期があるが再開してテニスを続けている

が， 2年後は教室開始時のレベルにほぼ戻っている。 者（中断継続型），実施程度が平均「月 1回」という

同じく，そこに有意な差はなかった。項目別にみても， 者も含めると，テニスを実施している者は 1年後は

年次間で有意な変化を示しているものは皆無であった。 76.7%, 2年後は80.0%になる。これは，極めて高い

次に精神的健康度をみると，そこに有意な変化があっ 実施率といってよい。健康度との関係でいえば，この

たとはいえないが， 1年後， 2年後と僅かながら高く ようなテニスの継続的実践が各自の健康度を僅かなが

なっている。項目別では，「毎日の生活が充実してい らも向上させてきたものと考えられる。もちろん，運

ると感じている」 (5%水準）や「不運や困難にたち 動やスポーツの実践のみが健康処方ではないが，少な
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110 健康科学 第12巻

くとも今回の事例の場合，テニス教室に参加したこと 新間や雑誌を含めた読書闊間は，教宇閉始時は「 1

が契機となってテニスを継続するようになり，このこ 時間以上」が第 1位に多かったが， l年後， 2年後に

とが長期的にみた健康状態にもよい影轡を及ぼしてい は「30分-1時間未満」が最も多くなっている。つま

るのではないかと考えられる。 り，読書時間は短くなった者が増えてぎているが，そ

3. 生活形態の実態とその後の変化 こに有意な差は認められない。

(1) 牛活時間・行動について ⑤習いごと・稽占ごと

表 2は，膵眠時間，睡眠の型，テレビ視聴時間，読 教室開始時では， 7割の者が何らかの習いごとか稽

書時間，習いごと・稽古こと，娯交活動についてみた 占ごとをしている。 1年後には，その割合が 5%水準

ものである。ここでは，まずテニス教室開始時の実態 では有意に増加している。特に，「週 2回以上」実施

をみて，次にそれがどのように変化していったかにつ する省の割合が高まっている。 2年後は，実施者の割

いて考察することにする。 合が減少しており，教室開始闊とあまり変わらない傾

①睡眠時間 [11jである。ここでは，習いこと・桔古ごとの内容が不

「7-8時間末溝」が半数を占めて多く，次いで 明であるため，実施者の割合の変化のみ指摘しておこ

「7時間未滴」が続いている。この両者でほとんどを う。

占めており， これは成人の睡眠時間の平均 (8時間 ⑥娯楽活動

弱いに近い傾向である。年次的な変化は，ほとんど スポーツを除いた娯楽活動についてみると，教宇開

みられない。 始時は Iあまりしていない」が半数以上を占めている。

②睡眠の型 以下，「ときどきする」，「よくする」の順となってい

睡眠の型は，「どちらともいえない」というのが最 る。 1年後， 2年後ともに「あまりしていない」が減

も多くなっている。これは，就寝と起床時間が一定し 少し，「ときどきする」と「よくする」が増えている

ていないということのほかに，その判断が難しかった が，そこに有意差はみられない。

ということもあるかも知れない。「早寝早起き型」は 以上，生活時間と行動の実態と変化をみたが，習い

3割，「涅寝遅起き型」は 2割台となっている。この ごと・稽古ごとに関して 1年後に有意な変化が認めら

点は， どの年次でもほぼ同じ傾向である。 れた以外は，いずれも人きな変化はみられなかった。

③テレビ視聴時間 ここに取り I.げた4活叫開と行動の内容に関していえ

「1-3時間未満」が最も多く，「 1時間未滴」が ば，健康処方としてのテニス教室における実践話動の

これに続いている。 1年後は，「 1時間未満」が減少 その後における影響はみられない。もとより，こうし

して「 1-3時間未渦Jが増えているが，各年次間に た統計的処理の結果のみでテニス教宰の影響を明らか

有意な変化はみられない。 にするには無理があるようである。そのためには， も

④読書時間 っと個人個人の行動変容過程とその要囚を［人［果論的に

表2 生活時間・行動の実態 (%) 

睡眠時間 膵眼の型 ，テレビ視聴時間 読苫時間 習いごと・稽古ごと スポーツ以動外
の娯交活

I 1 2 3 4 1 2 3 1 2 3 4 1 , 2 3 1 2 3 4 1 2 3 

7 7未 8未 ， 早早 遅遅 どし‘ l 1未 3未 5 30 30間 1 し 月 週 週 あし とす よ

i 
I 1 時 起 起 ちぇ 時 I I 時 1刀, 分 時 て I 2 て き ＜ 
8 9': 間

き きらとな 悶
0 J 5 間

未
1未 間 し‘ I ] I回まい

ど す時 時以 間 貼 以 1 以 な 2 I i以な
間欄 間 満 上 寝型寝型 もい 滴 間渦 間渦 t 満 時満 上 し‘ 回 回上りぃ きる る

教 開始時 40.0SO.O 6.7 3.3 30.0 26.7 43.3 33.3 50.0 lo. 7! 0 16.7 36.7 46.7 30.0 16. 7136. 7 16.7 56.7 26.7 16.7 

I 1年後 43. 3i50. 0 6.7 0 30.0 26.7 43.3 23.3 60.0 16.7 0 6.7 56.7 36.7 10.0 10.0 33.3j46. 7 33.3 40.0 26.7 

室＇I 2年後 50.0 43.3 6.7 0 30.0 23.3 16.7 26.7 53.3 16.7 3.3 16.7 50.0 33.3 26.7 6. 71I 43 .323.3 33.3 36.7 30.0 

x』 1年後 1.040 NS 0.000 NS 1.802 NS 2.931 NS j 7.811* P<.05 3.307 NS 

胃2年後 1.476 NS 0.104 NS 1 .254 NS 1.282 NS 1.845 NS 3 .431 NS 
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追求していくことが必要であろう， スポーツクラプ所属者が教玉開始時は30.0%であった

(2) 連動外活について が， 1年後， 2年後はともに63.3%となっており，最初

①運動・スポーツの実施状況 に比較して 2倍以上に増加していることがわかる。各

表 3により，運動・スポーツの実施状況をみてみよ 年次間には， ] -;'i %水準の有意翌が認められた Q こ

う。「ほとんど毎日（週 3[,rj以上）」実施するという者 の点は既に報告したとおりであり", テニス教至参加

は，教至開始峠は皆無であったが， 1年後は10.0%, 者の 4割謁が引き続き自分たち同士で練習を継続して

2年後は20.0%に増加している Q これに「とぎどき おり，そのなかにはいくつかのクラブも誕生している。

（週 1-2回）」実施する者を含めると，教室閲始時 その他にも，別のクラブに新たに入会した者もみられ

は『数であったが 1年後は80.0%, 2年後は73.3%と た。教室終［後のスポーツクラブ所属者の増加の背景

なっている。逆に，スポーツを「ほとんどしない」と には，テニス教室の影響があったものと者えられる。

いう者は，教玉開始時は36.7%であったか， 1年後は GDスポーツ実施のタイプ

皆無， 2年後は芹丁増えたものの20.0%と最初より減 表 5は，スポーツととのようなかかわり方をしてい

っている。この点は，教五開始時と 1年後， 2年後の るのか，つまりスポーツ実施のタイプをみたものであ

間にはいずれも 1-5%水準の有丘な変化が認められ る。教奎開始時より 1年後， 2年後には，「説技会出

た。 場のため定期的に練習する」や「試合には出ないが，

②クラブ・サークル所属状況 健康・イ木）Jづくりなどのため継続的に行う」が増加し

衣4よりクラブ・サータルヘの所属状況をみると， ている。反面，「休日などを利用して仲間や家族とと

表 3 連動・スボーツの実施状況 （％） 

1 2 
3 I ＇ 

3 

は一 と— L~ , へ ［ li 
と週 週 月！ と

ん 3 き］ き1 ん

ど日 ＼ i ど

毎以
た 2 キk-'~) ! し

日占
日 日 な

ま- ま ~I し9

教 II 開始 時

゜
50.0 13.3 36.7 

I I 1 年後 10.0 70.0 20.0 

゜室!2 年後 20.0 53.3 6.7 20.0 
一

X2 I l 年後 lS.400** P< .01 

杭走l， z 年後
―~~ 

8 .170* P< .05 

表4 クラブ・サークル所属状況 (%) 

! 1 2 3 4 5 
ス所 文所 ス系 所 無
ポ 化 ポ両： 屈
I 系 I ! I し 記
ツ

ク
ツ方 て

ク . -所- し＼ 不
ラ ラ

化文屈 いなプ属 ブ属 叫
＂一・

教 開 始時 30.0 6.7 10.0 ， 53.3 0 

1年後 i63.3 10.0 13.3 I 10.0 り.).、,)1 

,＝ →, → ベ 2 年後 63.3 3.3 13. 3 i 20. 0 

゜X' 1年後 13.809** P< .01 
検
-疋 2 年後 8.593* P< .05 

きどきスボーツを楽しむ」やその他スポーツとのかか

わりの少ないタイプが減少してきている。年次開での

有意芹はみられないか，スポーツをよく実施するタイ

プが増加している。この点は，先にみた運動・スポー

ツの実施状況やスポーツ・クラプ所属状況の変化傾向

からもうかがえることである。

以ヒのことから，運動生活ではテニス教至開始時と

それ以後とでは顕著な変化を示しており，そこにテニ

ス教宇の影聾を認めることがてきる。いいかえれば，

テニスの継続化という教‘半の 1つの日標洸成に関して

は，ある程度評価されてよかろう。

(3) 家族生活について

ここでは，家族で•緒にする辿動やスポーツの実施

表 5 スポーツ実施のタイプ （％） 

1 2 3 I ! 4 5 6 
沿MLこヽ疋' • 誓性 休と 年行 スは 無

技期
き、

何事
ポと．祝9土

日ど ん ~引7し

会的 休喜的， き に Iど

出練
利楽 回参 ッし 不

り＜ 施実
し な

場習 用む か加 はい 明
- ----- -

教 開始時 0 53.3 30.0 6.7 10.0 

゜1年後 6.7 73.3 16.7 

゜゚
3.3 

9= ュし→ 2年後 16.7 63.3 13.3 （） 6.7 

゜xウ 1年後 10. 090 NS 

£ 2年後 9.380 NS 
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表 6 家族でのスポーツと健康法の実施状況（％） ない。

スポーツ

1 2 3 
し と と

Iば き き

I iし
ど お

き り

実 実 実

施 施 施

教 開始時 20.0 13.3 40.0 

1年後 10.0 23.3 50.0 

宝土 2年後 20.0 13.3 36.7 

X' 1年後 2.844 NS 

胃 2年後 0.102 NS 

4 
は
と
ん
ど

し
な
し‘

26.7 

16.7 

30.0 

健康法

1 2 3 
定的 不と ほし

期fっ

的-
規 き

ど
とて
ん

規実
則き とミい

だ実 実な

則施 が施 施い

6.7 46.7 46.7 

3.3 46.7 50.0 

10.0 30.0 60.0 

0.368 NS 

1. 787 NS 

このように，家族でのスポーツと健康法の実施に関

しては，教室開始時とその後において目立つような変

化はみられなかった。つまり，テニス教室への参加は

本人の運動・スポーツ生活をおおいに変化せしめたが，

家族単位のスポーツや健康法の実施には影響を与えて

いないということである。

(4) 食生活について

食生活についてはどうであろうか，最後にこの点を

みてみよう（表 7)。まず欠食については，「ほとんど

しない」という者がほとんどであり，「週 2-3囮欠

食」が若干いる程度である。この点は，各年次とも同

じ傾向である。また，間食または夜食については「と

きどきする」という者が半数以上を越えている。この

点も，各年次で目立った変化はみられない。この他表

状況と家族で行う何かの健康法の実施状況について取 には示していないが，食品別の摂取状況に関しても有

り卜げることにする。表 6に示すように，家族一緒で 意な変化は認められなかった。

の運動・スポーツは「ときおり実施」が最も多くなっ 次に嗜好品について，まずア）レコール頬は「ほとん

ており，以下「はとんどしない」，「しばしば実施」， と飲まない」が半数以上で最も多く，「ときどき飲む」

「ときどき実施」の順になっている。 1年後は，「ほと という者が若千いる程度である。タバコは，大部分の

んどしない」と「しばしば実施」が減少し，そのぶん 者が「吸わない」と答えており，吸う者は 10%台であ

「ときどき実施」と「ときおり実施」が増加している。 る。また，コーと一・紅茶は「 1日1杯Jという者が

しかし， 2年後はまた教室開始時とほぽ同じ傾向を示 最も多く 4割前後を占めている。これら嗜好晶の取り

している。年次間の有意差はみられない。また，家族 方については，いずれも各年次間に有意な変化はみら

での健康法については，教室開始睦と l年後はほぼ同 れなかった。食生活に関しては， 3か月間のテニス教

じ傾向であり，「ほとんど実施していない」と「小規 室終了直後の調査でもこれといった変化はなかった

則だがときどき実施」が約半数ずつを占めており， が代長期的にみても同様な結果であった。テニス教

「定期的・規則的に実施する」という者は非常に少な 室が連動・スポーツを中心とした健康処方であるため，

い。 2年後には，「ほとんど実施していない」という その影響が食生活までは及ばないということであり，

者が増加している。しかし，有忍な傾向の差はみられ このことはある意味では当然といえよう。食生活の改

表 7 食生活と嗜好品の摂取状況 （％） 

欠 食 間食・夜食 アルコール類 胆大7J 煙 コーヒー・紅茶
'.... 

1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 1 2 i 3 4 5 1 2 3 4 
は 1週欠 ほ欠 毎 と ほし ほ飲 以い あ飲 と ほ毎 吸 吸や 10 20 21 ほ飲 1 1 1 
と回 2 と食 日

ぎ
とな とま

前た
まま どき と日 わ

っ
本 本 本 とま 日 ' 日

TL 

ん I ど はが て 3 

毎ど欠 3 
んし

す き ん んな 飲や な き lん飲 な ~· め 以 以 以 ん な ］ 2 杯
な す んめ 飲 た 以

H食回食 どし) る る どし‘ どい でた りし、 むとむ vヽ がた 内 内 上 I ；I どし> 杯 杯 上

教 開始時 3.310.0 86.7 10.0 56.7 33.3 53.3 0 3.3 36.7 6.7 83.3 0 6. 7 10.0 0！ '26. 7 36.7 16.7 20.0 
： 

1年後 oj 3.3 96.7 13.3 53.3 33.3 53.3 3.3 10.0 30.0 3.3 86.7 0 6.7 6.7 0 23.3 43.3 13.3 20.0 

~ 五 2年後 0 10.0 90.0 13.3 63.3 23.3 56.7 0 13.3 23.3 6.7 86.7 0 3.3 10.0 0 16. 7 40.0 16.7 26.7 

xz 1年後 2.164 NS 0.013 NS 2.533 NS 0.220 NS 0.344 NS 

旦2年後 1.019 NS 0. 783 NS 2.719 NS 0.353 NS 1.022 NS 
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善のためには，そのための処方を工夫し実践する必要

があろう。

要 約

中年婦人を対象に，健康処方としての 3か月間の健

康テニズ教室を開設し，参加者のその後の健康状態と

生活形態に関して 2年間の追跡調杏を行ってきた。得

られた結果は，次のとおりである。

1. 教宰参加者の健康状態は，有意な変化とはいえ

ないが，教室開始時に比べて 1年後， 2年後とも1生か

ながら向上している。その背景には，教室終f後もテ

ニスを継続する者が多いことがあげられる。

2. 睡眠時間，睡眠の型，テレビ視聴時間，読書時

間，習いごと・稽古ごと，スポーツ以外の娯楽活動に

ついてその変化をみたが，教‘辛終了 1年後に習いご

と・稽古ごとをしている者が増加している点を除けば：

全体的にこれら生活時間・行動に変化はみられなか？

た。

3. 運動・スポーツの実施程度は，教至間始時に比

べると 1年後， 2年後ともに高まっている。また，ス

ポーツクラブ所属者も有意に増加している。この点は，

教室を契機にテニスを継続する者が増えており，教室

の影響が認められる。

4. 家族一緒での連動・スポーツや健康法の実施に

ついては，教室開始時とそれ以後において目立った変

化はみられず，教室の影轡は認められない。

5. 食I+話に関しては，欠食や間食・夜食の実態，

食品，嗜好品の摂取状況についてみてみたが，いずれ

も注Hすべき変化はみられなかった。

（本研究は， 1989年の第10回健康科学研究会で発表し

た。）
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